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現在は北林さんを含めて２名のスタッフで日々の業
務を分担している。

３月からスタートした自社企画のポータ
ルサイト「a.woman」。

　2011年に勤務していたデザイン会社から独立し
「KITA DESIGN」を立ち上げた北林由貴子さん。創業時
には秋田県庁第２庁舎の創業支援室に入居し、それが
大きな支えになったと言う。最長入居期限の３年を経て
2014年に現在地に移転、常勤スタッフも採用し事業は
順調に推移している。
　仕事量、売り上げとも安定してきたことから、永年の夢
であった「秋田で働く女性のためのプロジェクト」として
ポータルサイトの立ち上げの準備に取り組んできた。
　「私自身が子育てをしながら仕事をしていますが、こ
ういう立場の人が欲する情報が不足していることを痛
感していました」と北林さんは言う。それなら働くお母
さんやこれから結婚する女性が欲する情報を自分から
発 信していこう、と思い立ったのがきっかけだ。県の
サービス産業ビジネス展開支援事業の採択を受け、本

ポータルサイト運営を事業化
いずれは常勤スタッフを増やし、自ら外に
出る機会を増やしたいという北林さん。

年３月１日にサイトをスタートさせる。県北から県南ま
で地元の女性ライター約10名が口コミから収集した、
等身大、読者目線の情報を提供していく予定だ。
[秋田の女性のWok&Life a.woman]  http://awoman.jp

陶器、漆器、鍋、キッチングッズ、食品、エプロンなど、
多彩な商品を揃えるカクトとみやの店内。

※まちの駅…公共 施設や個人商店などが既存空間を利用して、地 域情報を提供
したり交 流の 促 進に供される場で、任 意 団 体「まちの駅 連 絡協議 会」に申請
し、認定審査を経て同協会への入会が認められる。

「犬っこまつり」期間中のコンサートで。
箏と合唱の音色が響きわたった。

　湯沢市大町の陶器店「カクトとみや」は創業115年の
老舗。郊外の大型店におされて中心街が空洞化する
中、何とか打破しようと当センターの専門家派遣事業
を利用するなど経営改善に努めてきた。そして、集客策
として浮上したのが、店内の一角を「まちの駅」※として
利用すること。こうして「まちの駅 カクトとみや」は、
2013年7月にオープン。その後、地元の人たちの憩いの
場として親しまれ、教室や書道展・絵画展など、様々な
催し物や、小学生の課外学習の見学に利用されている。
　「犬っこまつり」が 行われた2月11日には、恒例の

「まちの駅 邦楽コンサート」が開かれ、生田流正派邦
楽会わかば会の箏と湯沢混声合唱団YMCの演奏が
披露された。「毎年70人以上のお客様が訪れる人気
のコンサート。催事をきっかけに近隣市町村や県外か
ら訪れるお客様も。まちの駅は、新規顧客の開拓に一

「まちの駅」をきっかけに顧客開拓も
「地域の方に気軽に利用していただいてい
ます」と笑顔で話す富谷さん。

役買っている」とカクトとみやの代表の富谷久美子さ
んは笑顔を見せる。

広々とした店内。かつて工場だった建物を黒川さん
のご主人が改装。商品が豊富に並ぶ。

2 0 1 3 年 か ら 続 け てい るファッション
ショー。来場者約850人を数えたことも。

　「道の駅かみおか」近くに、着物のリメイクを手がけ
る「手作り工房 心紬」がオープンしたのは2012年。
オーナーの黒川恵美子さんが、夫が経営する電子部品
メーカーの新規事業として立ち上げた。昔から着物が
好きで、和裁・洋裁に興味があったというが店の経営
は初めて。試行錯誤しながら商品数や売り場を少しず
つ充実させていった。取扱いアイテムが増えて手狭に
なったことから、現在は自宅敷地内に移転。工場を改
装した広い売り場に、振袖や留袖で作ったスーツ、帯
で作ったバッグ、大島紬や久留米絣の洋服など、数々
のリメイク作品が並ぶ。13年からは、リメイクを依頼し
たお客様をモデルにした「着物リメイクファッション
ショー」を毎秋開催。「毎回大好評で、モデルを務めて
感激して涙する人も。おしゃれに着飾り、人前に出るこ
とで積極的になったり、性格が明るくなったり。そんな

大好評のファッションショー
「お客様と一緒に、楽しく、穏やかに店を
続けていきたいですね」と黒川さん。

喜ぶ顔を見るとやめられなくて」。他にも着物やドレス
のレンタルや、手芸教室、介護施設でのファッション
ショーの開催など、幅広い事業を展開。たくさんの人の
心を豊かにつむいでいる。

センター活用事例 前回掲載号

あの企業は、今どうしてる？

あの企業は、今どうしてる？

株式会社北村スカーフ（秋田県秋田市）

従業員の雇用維持のため
新規分野への大胆な転進
手作り工房　心紬（こころつむぎ）

〒019-1702
秋田県大仙市北楢岡字長丁場73-1
Tel.0187-72-2465 
Fax.0187-87-1718
E-mail kokorotumugi@sky.plala.or.jp
営業時間／9：00～17：00  月曜定休（祝日の場合は営業）

従業員の雇用の維持に腐心して
　大仙市北楢岡の道の駅「かみおか」
近くの国道沿いに「心紬（こころつむ
ぎ）」がオープンしたのは今年の４月
27日。着物地をリメイクした洋服や
小物を並べる店だ。
　この店にはちょっとした“誕生秘
話”がある。オーナーの黒川恵美子
さんのご主人は電子部品製造会社

（有）黒川電子を経営していて、恵美
子さんも専務として会社の経営に
携わっていた。近年の不況で本業の
仕事が大きく減っていく中で、従業
員の雇用を守るための手を打つこ
とが急務になっていた。そこで浮上
してきたのが、恵美子さんの趣味の
着物に関係した新規事業というア
イデアだった。

会社から分離して独立した事業に
　２年ほど前に電子部品工場の一角
を使って会社の縫製部門としてス
タートさせ、着物地をリメイクして
洋服や小物をつくって試験的に桜
のシーズンの角館で簡易の店舗を
構えて販売したら売れ行きはまず
まずだった。そこから少しずつ委託
販売先を増やしていって事業とし
ての見通しを立てながら、現在は会
社から分離して、独立した事業の形
態をとっている。
　「まったく新分野の事業の立ち上
げだったので、あきた企業活性化セ
ンターのワンストップ移動相談を
利用し、専門家のアドバイザーの先
生を紹介していただいて、先生から
仕入れ先を教えてもらったり店舗
づくりをアドバイスしてもらって、
念願だったゴールデンウィーク前
のオープンにこぎ着けることがで
きました」（黒川オーナー）

差別化を図って規模拡大を目指す
　もう少し待てば利用できた公的
融資制度もあったが、個人相手の商
売は最初に勢いをつけるのが大事
だというオーナーの判断で、ゴール
デンウィーク前の開店にこだわっ
た。結果的に、人出の多い時期に店を
開いたことですぐ人の目にとまり、
その後繰り返して来店してくれる
お客もできて、設定していた当初の

電子部品製造会社が着物のリメイク事業に進出するという意外性
のある展開の裏には、不況で仕事が減っていく中でも従業員の雇用
を守っていかねばならないという経営者夫婦の思いがあった。一般
に仕事に趣味を持ち込むのは善し悪しだが、ここでは社長夫人の着
物趣味に経営上の問題解決の糸口を見出そうとしている。

センター事業活用事例
ワンストップ移動相談

工房は電子部品製造工場の余剰になったスペースを利
用している。従業員は５名。安心して仕事を任せられる
頼もしいスタッフばかりだ。

飛び込みの客を当て込んで国道沿いに店舗を構えた
（写真上）
ご主人で黒川電子社長の黒川次雄氏、店長と並ぶ黒川恵
美子オーナー［中央］（写真下）

売り上げ目標はひとまずクリアす
ることができた。
　従業員の雇用を維持するという
そもそもの狙いにも一定のめどが
ついたが、今後は待遇面も考えてい
かなければならないので、生産量を
増やして卸しもして、売り上げを伸
ばしていきたいと考えている。
　着物地をリメイクするというビ
ジネスは先行事例もあるが、抑えた
価格設定で差別化を図っていきた
いと言う。

手作り工房　心紬

開拓者精神で若くして起業
常に将来を見据える
AUTO-BODY 阿部

旺盛な独立心で二十代で創業
　鹿角市毛馬内の国道282号沿
い に あ る 自 動 車 車 体 整 備 工 場

「AUTO-BODY阿部」は、創業が平成
10年、創業社長の阿部隆さんは40
歳という若い企業だ。
　独立心の旺盛な阿部さんは、人に
雇われるよりは自分で社長になろ
うと18歳の頃には起業を決意し、
25歳でそれを実現した。
　独立するまでの間は、「場所は変え
ても職は変えるな」と自分に言い聞
かせて、４社ほどで会社勤めをした
が一貫して自動車関連の仕事に就
いた。この“修業期間”で自動車の鈑
金塗装から整備、販売まで幅広く経
験できたことが、独立後の事業展開
の大きな原動力になった。

将来を見据えた経営戦略を練る
　自動車整備工場は、同業者も多く
限られたパイの奪い合いになりが
ちだが、阿部さんは、今を辛抱すれば
近い将来には目鼻がつくと考えて
いる。
　「今の整備工場経営者の多くは終
戦直後生まれのいわゆる“団塊の世
代”で、ほとんど60代です。後継者が
いないところも多く、また、団塊世代
以降は景気のいい時代でもあったの
で、今50代の整備工場経営者という
のはほとんどいません。つまり、業界
が何年後かに世代交代の時期を迎え
ると、私らの出番になってくるので
す」（阿部代表）
　必ずやってくるその時期のため
に、今のうちに力を蓄えておこうと
いうのが阿部代表の考えだ。そのた
めに、秋田県から経営革新計画の承
認を受け、あきた企業活性化セン
ターの設備貸与制度を活用して、自
動車塗装ブースと門型二柱リフトを
導入した。最新の設備の導入と阿部
代表自身の持つ高い技術力が評価さ
れ、保険会社の指定工場の契約も複
数取りつけている。

後進を育成する手間も惜しまない
　自動車整備というのは労働集約
産業である。腕の立つ従業員の確保
あるいは育成が経営の成否を握る。
それについても阿部代表には一家

18歳で社長になることを決意した若き経営者は、自分自身の職
業的スキルを磨きながら、時間軸で経営戦略を練る。将来、業界
にどのような変化が訪れるか。あるいはまた、自分の会社の将来
をどのようにしていきたいのか。そのような考え方をすると、今
やっておくべきことが見えてくる。

センター事業活用事例
H19年度設備貸与制度

設備貸与制度を利用して導入した門型二柱リフト

社屋全景（写真上）
自身や従業員の健康保全と作業効率向上を図って、塗装
用具の管理も入念に。（写真下）

着物地でつくられているとは思えないような洋服や小物が所狭しと並ぶ

鈑金塗装・整備・販売と、車のことならなんでもこなせる自信があるという
阿部代表。設備貸与制度による完全集塵装置型塗装ブースの導入で保険会
社指定工場の契約を取りやすくなった。

言ある。
　「連合艦隊司令長官・山本五十六に

『やってみせ、いって聞かせて、させ
てみて、褒めてやらねば人は動かじ』
という言葉があります。まさにその
通りだと思い、私もそれを実践し、仕
事を任せられる人材を育てたいし、
将来は独立できるくらいに力をつけ
させてやりたいと思っています」
　常に近い将来を見据えた経営戦略
を練るのが、この会社のスタイルと
言えるだろう。

〒018-5334 
秋田県鹿角市十和田毛馬内字下タ道19-10
Tel.0186-35-2120 
Fax.0186-35-5612
E-mail autobody@crocus.ocn.ne.jp

AUTO-BODY 阿部
オ ー ト 　 ボ デ ー
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創業支援室を拠点に地域密着の事業展開
　株式会社アルテミオシステムの佐藤大樹社長は、起
業前は業務用システムを開発するソフトメーカーに勤
務して秋田営業所の所長も務めた。その時の経験から、
秋田の中小企業で効率的なICT利活用を促進する為に
は徹底的なアフターサポートを通じて利用方法を伝授
する顧客本意のシステム販売会社が必要だという思い
から、昨年４月に起業し秋田県庁第二庁舎の創業支援室
に入居した。

顧客本位の町の電気屋さんの様な存在に
　同社の事業の主軸は、自動車整備工場向け顧客管理
ソフトの販売と保守。自動車整備工場のオーナーは年
配者が多く、ソフトの操作が不得手な人も少なくない
ので、販売後は定期的に顧客を訪問し操作方法を説明
する丁寧なアフターサポートを心がけている。
　「顧客側でも高額なソフトやパソコンをなんとか活
用したいと考えているが、単独ではなかなか上手に使
いこなせない実情がある。なぜなら使い方を教えてく
れる人が不在な為だった。ここに顧客のニーズと弊社
の顧客密着ビジネスの勝算があった」（相馬部長）
　ソフトの販売保守サポートのみならず、パソコン内

環境の改善、ネットワーク構築、WEB制作など、およそ
ICT関連であれば、何でも対応できると自負している。

「目指すは“町の電気屋さん”のパソコン版みたいな存
在。システム担当者がいない企業の為に、弊社が担当
者になり変わり問題解決。電話一本で、どんな小さな
ことでも快く引き受け、お客様の要望や困っている
ことに対応していきたいと考えています」（佐藤大樹
社長）

起業からの３年間で経営を盤石なものに
　顧客管理ソフトと共に力を入れているのがウェブ
制作部門。こちらも単に作って納品するだけではな
く、発注側が自分で自由にアレンジできるホーム
ページを提案したり、顧客の予算に柔軟に対応する
など、顧客本位を貫いている。受注は順調で、今は
待ってもらっているお客さんもいるとか。
　創業支援室に入居していられるのは最長３年で、
その半分ほどが経過したが、県庁の創業支援室をオ
フィスにしていることで顧客の心証も良く、この入
居期間中に経営を一層盤石なものにしていきたい
と、佐藤社長は語る。

全国展開するパソコンソフトメーカーの秋田営業所長を経験。
より地域に密着した顧客本位の事業展開を志して独立起業し
た。起業と同時に県庁第二庁舎の創業支援室に入居し、経営を
盤石なものにする足場固めをしている。

株式会社アルテミオシステム

創業・起業家や新事業分野進出を目指す意欲的な企業に、事務スペー
スを提供します。インキュベーション・マネジャー等への日常的な経
営相談が可能です。

［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

自動車整備工場向け
顧客管理システムの

デモ画面

1 県庁第二庁舎の創業支援室をオフィ
スにしている。

2 業務用ソフトメーカーを退職し秋田
で起業した佐藤大樹社長。

3 ウェブ制作事業にも力を入れている。
その作例。

4 スタッフの相馬大志さんも社長の前
職時代からの同志。

〒010-8572 
秋田県秋田市山王３丁目1-1 県庁第二庁舎３階
FreeDial. 0120-85-9672
Tel. 018-853-1019  Fax. 018-853-1029
http://www.artemio.jp/

県庁の創業支援室を拠点に顧客密着型
業務用ソフト・OA機器販売会社を起業

創業支援室の利用

百年以上の歴史を誇る老舗商家でありながら、目まぐるしい
社会情勢の変化で商売のやり方を考え直さざるを得ない現実。
店舗に人を招き入れるために、「まちの駅」のブランドを生かし
て集客の足がかりにする。

カクトとみや

店内奥の余剰空間を
「まちの駅」として

改装した。

〒012-0841 
秋田県湯沢市大町２丁目2-2
Tel. 0183-73-6104　
Fax. 0183-72-3416
営業時間 9：30～18：00

郊外店進出で影響受ける地元店
新発想で集客力回復を目指す

専門家派遣事業

事業の解説

1 2 3 4

創業支援室の利用
創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。

［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

1 店内の「まちの駅」スペースへの導
線を意識して商品陳列もアレンジ
した。

2 母親の久美子さんと共に店を切り盛
りする富谷彩香さん。

3 ギャラリーとして利用されること
も想定している。

4 店頭に新しく立てられた「まちの
駅」の手づくり看板。

事業の解説

1 2 3 4

専門家派遣事業

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

集客力の回復が急務だった老舗商家
　“カクト”の屋号を持つ湯沢市大町の「とみや」は、今
年で創業111年になる老舗の商家だ。陶器販売が中心
の商いで、広い店内に陳列している商品の種類や数は
潤沢だ。ただ、ご多分に漏れず郊外店などの影響も受
けて、今後の商売のやり方はしっかり見直さなければ
ならない時期になっていた。
　そのため、あきた企業活性化センターが主催するワ
ンストップ移動相談に出向き、現状分析をしてもらっ
たところ、問題は集客をどうするかという点に尽きる
という結論に至った。そこで専門家派遣事業を利用
し、集客力を高めるためのアドバイスを受けることに
なった。

「まちの駅」の開設に活路を見出す
　紹介を受けた専門家からのアドバイスの一つに、
店内の一部を「まちの駅」にしてみてはどうか、とい
うものがあった。
　「まちの駅」とは、公共施設や個人商店などが既存空
間を利用して、地域情報を提供したり交流の促進に供
される場で、任意団体「まちの駅連絡協議会」に申請
し、認定審査を経て同協議会への入会が認められる。

　とみやの様な個人商店の場合、店内の転用できる
スペースを「まちの駅」に充てれば、買い物客以外に
も地元住民や観光客などが店に出入りするきっかけ
になり、本業への好影響も期待できる。多額の支出や
大掛かりな工事も必要なく、商店の集客策としては
大いに検討に値する方策の一つと言える。

ハードの整備を終えソフトで補強図る
　「まちの駅 カクトとみや」は、湯沢の伝統行事「七夕
絵どうろうまつり」の直前の本年７月31日に正式
オープンした。
　店内奥のバックヤードにしていたスペースを改装
し、誰でも自由で気軽に休憩できる空間にした。専門
家のアドバイスを受け、店頭から店内奥にある「まち
の駅」までの導線を意識して商品の陳列方法もアレ
ンジした。店として売りたい商品が自然に来店客の
目にとまるようにしたわけだ。
　今後はこのスペースを美術作品などのギャラリー
として使ってもらったり、小さなイベントを継続的
に企画していくことで、“にぎわいの場”にしていきた
いと、店を切り盛りする富谷彩香さんは考えている。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です

( ICT=Information and Communication Technologyの略。「情報通信技術」と訳される）
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後継者不在の悩みを解消
伝統を守りつつ革新する

有 限 会 社  藤 倉 食 品

廃 業の危機にあったメーカーを受け継ぎ 、
斬 新なアイデアで次々と新商品を開 発 。
伝 統の味に 、新たな光を当てている 。

センター活用事例
あきた企業応援ファンド事業
よろず支援拠点

事業承継アドバイスを利用
　横手市の藤倉食品は、約80年にわたり、豆腐、豆腐カ
ステラ、エゴ、コンニャク、ところてんなどを作り続けてい
るメーカー。石井友子社長が現職に就いたのは、2011年。
当センターの事業承継アドバイス（マッチングシステム）
を利用して、前社長から受け継いだ。
　20人もの従業員を雇用し、黒字経営を続けていた藤倉
食品。しかし、後継者がいなかったことや健康面での不
安などから、前社長は廃業もやむを得ないと考えていた。
そんななか、当センターのマッチングシステムを知り、後
継者を探すことに。名乗りを上げたのが石井社長だった。

異業種から食品メーカーの社長に就任
　大館市在住で、電気工事会社の専務を務めていた石
井社長。以前から「食」に関心があり、「食べる」「見る」
「作る」が趣味だったという。中でも注目していた食材が
豆腐だった。栄養豊富なのに低カロリー、軟らかくて食べ
やすい豆腐を活用して新商品を開発できないかとイメー
ジを膨らませていた。
　そしてある日、新聞記事で「県内の企業の多くが後継者
不在に悩んでいる」と知る。自分で何か役に立てることは
ないかと、当センターに相談。そのわずか数日後、藤倉食
品を紹介され、１年じっくりかけて事業承継の話が進んだ。

　就任１年目は、工場に入って製造現場の仕事を学んだ。
２年目からは新商品の開発に着手。チョコレートやチー
ズ入りのユニークな豆腐カステラや、創作豆腐を作った。
また、当センターの企業応援ファンドを利用して、秋田
県産大豆と比内地鶏の卵、和三盆を贅沢に使った高級
豆腐カステラ「ふくら」を開発した。

食べ方、売り方、見せ方を変える
　「豆腐カステラは、県南地方でお茶請けやおもてなし
の席で食されてきた郷土食。最近は、懐かしの味となっ
て地味な存在になっている。そこで、味や包装を変え、新
しい食べ方を提案・発信することで、魅力を再認識して
もらいたい。秋田が誇るこうした食文化に光を当ててい
きたい」と思いを語る。
　今後は豆腐で作った「とうふのレアチーズケーキ」を東
京都内の大手果物店で販売予定。「タンパク質が豊富で
満腹感も感じられる。低カロリーなのでダイエット中でも
悩まずに食べられる」と胸を張る。
　斬新な視点から、商品開発を次々手掛ける石井社長。
「あきた企業活性化センターの事業を利用することで、
毎回背中を押してもらっている」と話す。伝統の味を守り
つつ、果敢な挑戦を続けている。

　報告会には、県内企業45社から61名が参加。各アド
バイザー（AD）が企業訪問で得た発注情報等を報告し、
その後にADと参加者との個別面談を行った。
　参加企業２社の担当者に、報告会の感想を聞いた。

   毎回積極的に参加
    株式会社コウエイ　伊藤 秀作さん

　当社は電子機器・部品のメーカーです。活性化セン
ターの主催イベントには毎回積極的に参加しています。
参加の主な目的は、時代に沿ったものづくりをしている
企業の情報を収集すること。そうした企業に対して、
我々が協力工場として何ができるかを提案し、商談につ
なげています。
　販路開拓ADは頼れる存在です。営業に同行してもら
うことで得られる情報は、当社にとって大変有益なもの
であり、営業活動に大いに役立っています。
　今後は商談会が控えていますが、商談会は毎回、気
合いを入れて参加するビッグイベント。参加前からホー
ムページなどで相手企業を調べ、当社の提案事項を整
理し、面談中に訪問のアポイントまで取れるように心掛
けています。

   営業活動に欠かせない情報源
   比内時計工業株式会社　藤嶋 好仁さん
　東北地区担当の佐藤ADには、当社に何度も足を運ん
でもらっており、当社の製品や技術、更には課題までをよ
く理解したうえで営業をサポートしてくれるので、話が早
く助かっています。既に２社との取引が成立しています。
　当社は長年、時計の組み立てを行う協力工場として
歩んで参りましたが、８年前から製品の自社開発、自社
営業に着手し、現在は時計だけにとどまらず、LED照明
や医療用品、自動省力化装置の設計・製造まで行って

います。
　これら新分野の営業活動に欠かせないのが活性化セ
ンターのイベントで得る情報で、自社営業を始めて歴史
の浅い当社にとって大変貴重であり、重要な原動力と
なっています。

平成27年度 第1回
首都圏・中京・東北地区

東京都内の大手果物店で販売予定の“とう

ふのレアチーズケーキ”。

焼きたての豆腐カステラ。職人の手で1つ1つ手

焼きして作っている。

「豆腐カステラは機能的にも優れた食品。ダイ

エットや介護の分野でも勝負できる」と石井社

長は展望を語る。

有限会社藤倉食品
〒013-0061

秋田県横手市横手町字大関越88

Tel.0182-32-0792

Fax.0182-32-0723 

ht tp://www.akita-fujikura.com/

あきた企業活性化センター／設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

販路開拓AD／首都圏担当

酒井　徹

販路開拓AD／首都圏担当

原竹 弘道

販路開拓AD／東北地区担当

佐藤　明

中京地区自動車産業AD

堅田　長

平成27年度 第1回

「首都圏・中京・東北地区
 発注等情報報告会」
平成27年6月4日（木）10:00～17:00

会場：秋田県産業技術センター

青森・秋田・岩手 3県合同商談会（7月2日／TRC東京流通センターにて）
秋田広域商談会（11月19日／秋田ビューホテルにて）
個別マッチング商談会（随時開催／秋田県内全域）

あきた企業応援ファンド事業 ／ 地域資源を活用した県内企業や経営革新
の承認を受けた県内企業の新商品開発等の取組を助成します。

秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

よろず支援拠点 ／ 後継者不在をはじめ、経営上のあらゆるお悩みの解決を
支援します。

センター活用事例
販 路 拡 大 支 援

当センターでは、首都圏と東北に販路開拓アドバイザーを、中京地区に自動
車産業アドバイザーを配置。各アドバイザーが担当エリアの発注企業を訪問
して情報収集に努めている。
去る6月4日（木）、各アドバイザーが企業訪問活動で収集した発注情報を発
表する「発注等情報報告会」を開催した。

発注等情報報告 会

販路開拓アドバイザー／首都圏担当
■ 酒井    徹 … （株）タナベインターナショ

ナル、旭マシナリー（株）、東京電子工業
（株）の営業部門を歴任する。各種製造
設備、加工知識を有しており、特に紙器
や段ボール装置には精通している。主に
首都圏北エリアを担当し、これまでの営
業ノウハウを活かして発注案件を開拓す
る。開拓先は、（株）椿本チエイン、信越ポ
リマー（株）、（株）日立製作所、古河機械
金属（株）など。

■ 原竹 弘道 … 三井物産(株)に39年間勤
務、営業部門及び管理部門を歴任する。
営業部門では国内及び海外での勤務を
経験し、主に電線(電力系電線及び通信
系電線)の販売に従事したほか、管理部
門では人事部、ロジスティクスマネジメン
ト部を経験し、研修・商品在庫監査等を
担当。総合商社で培い築いてきた国内外
にわたる豊富な経験・知見及び人的ネッ
トワークを活かして発注案件を開拓する。

販路開拓アドバイザー／東北地区担当
■ 佐藤    明 … YKKAP(株)に22年間勤

務、製造工程・製造管理・生産管理・安
全環境管理を担当する。 製造工程では
全般の作業を経験し、生産管理では受
発注、外注管理、出荷管理を主担当とし
た。また、安全衛生における知識及び
ISO14001の運用知識を持つ。 開拓先は
トヨタ自動車東日本(株)、YKK(株)、澁谷
工業(株)ほか。

中京地区自動車産業アドバイザー
■ 堅田    長 … (株)豊田自動織機に38年

勤務。在職中は、自動車事業部技術部長、
生産管理部長、副事業部長に就き、トヨ
タ車の開発、生産準備の推進業務、生産
管理業務に従事した。平成19年より自動
車産業振興中京地区連携アドバイザー
として、主に中京地区の自動車関連企業
を訪問し、情報収集及び秋田県企業の
紹介等に携わっている。

アドバイザープロフィール

これから開催のイベント
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セ ン タ ー 活 用 コ レ ク シ ョ ン

「BIC Ak i t a」は創刊以来、約1,700の県内事業所を取材・掲載してきた。
１月号から、過去に「センター活用事例」の取材にご協力頂いた事業所に再びお邪魔し、
現在の取 組状況などをレポート。今号では、女性経営者5名の「今」を聞いた。

過 去 に 紹 介 し た 、あ の 企 業 は 今 …

K I T A  D E S I G N

カ クトと み や手 作 り工 房  心 紬

センター 活 用 事 例 再訪その3

[ 手作り工房 心紬 ] 
2012年7月号 掲載

[ KITA DESIGN ] 
2012年9月号 掲載

[ カクトとみや ] 
2013年11月号 掲載

[ 有限会社 藤倉食品 ] 
2015年7月号 掲載

[ 旬菜みそ茶屋 くらを ] 
2016年5月号 掲載

東北食材のシリーズ発売
　シライシパンこと「白石食品工業」は、「東北って
いいなぁ。」シリーズの新商品6種を5～6月の期間
限定で発売する。
　昭和23年に創業し、盛岡市と仙台市に工場、秋
田県には営業所を構える同社。企業理念は「食文
化を通じて地域社会に貢献する」であり、近年は
東北の地元食材を使用した商品の企画や、行政、
農業、地元企業との連携に特に力を入れている。
　東北6県の商品をそろえた「東北っていいなぁ。」
シリーズは、東日本大震災の復興応援として平成25
年に第1弾を発売。今回の商品は第5弾となる。秋田
県産食材を使った商品は「あめこうじ甘酒蒸しパ
ン」。秋田県が開発したオリジナルの麹「あめこうじ」
で作った甘酒を生地と餡に練り込み、蒸し上げた。

東北6県の食材を使用したパン
「東北っていいなぁ。」シリーズに、
「あめこうじ甘酒蒸しパン」が登場。

白石食 品 工 業 株 式 会 社

秋田から2社の甘酒を使用　
　生地の甘酒は横手市増田町の「羽場こうじ店」、
餡の甘酒は同市平鹿町の「新山食品加工場」が製
造。酒まんじゅうを思わせるふっくらした食感のな
かに「あめこうじ」の豊かな甘みが広がる。他県の
商品は、青森県「あおもりカシス＆ホイップ」、岩手
県「南部一郎かぼちゃプリン風パンケーキ」、宮
城県「伊達ざくらポーク肉味噌＆たまごパン」、福島
県「会津 地鶏ピザパン」、山形県「舟形マッシュ
ルームグラタン風パン」があり、東北6県のスー
パーやコンビニ等で購入できる。

食材ピックアップを相談
　同シリーズの企画を担当している商品企画部企
画課の菅原顕さんは「各県の食材のピックアップが
毎回難しい。これはいいと思う食材でも、パンに合
うか、量は確保できるかなど様々なハードルをクリ
アしないと商品化できない」と開発の苦労を語る。
今回、秋田県の食材探しのために利用したのが、
当センターの「よろず支援拠点」。「あめこうじのこ
とや製造業者を紹介してもらい、何とか商品化に
漕ぎ着けた。シリーズは年2回のペースで今後も続
くので、またセンターに相談したい」。「東北ってい
いなぁ。」シリーズは、対象商品についている応募
シールからキャンペーンページにアクセスすると、
東日本大震災被災地の子供たちの支援に役立て
られる「キッズスマイルQUOカード」が当たるキャ
ンペーンを実施する。東北を思う気持ちが商品の1
つ1つに込められている。

白石食品工業 株 式会社

麹や味噌を使った料理を提供
　明治時代から昭和初期に商人が築いた街並み
や内蔵が今も残る増田町の中七日町通り。ここの
国登録有形文化財、旧勇駒酒造を改装して平成25
年にオープンした「旬菜みそ茶屋 くらを」は、増田
町羽場の味噌・麹醸造元「羽場こうじ店」が営む食
事処。大正7年の創業当時から変わらない製法と味
を守る自慢の麹や味噌、旬の食材を使った定食や
喫茶メニューが味わえる。
　その中に珍しい商品がある。麹を焦げ色が付くま
で煎って作った「米麹茶」だ。煎った麹の見た目は玄
米茶に入った煎り玄米に似ているが、味は独特。お
湯を注いで飲むと、米麹独特の優しい甘みと香ば
しさがじんわり広がる。

秋田県の県南に受け継がれてきた
豊かな発酵食文化。その素晴らしさを見直し、
伝承しようと奮闘している。

「米麹茶」の商品化を計画
　くらをの女将の鈴木百合子さんは「麹を毎日の食
事に手軽に取り入れられないか模索する中で、コー
ヒーのような感覚で麹を飲み物にできないかと考え
た。麹菌は熱を加えると死滅するが、抗酸化作用は
変わらないと知り、ノンカフェインの体に優しい飲
み物として開発することにした」と話す。納得の味を
目指して試行錯誤すること1年半。完成した「米麹
茶」を店内でドリンクとして提供するほか、希望者に
は煎った麹の販売も始めた。今後は、本格的に商品
化を計画しており、当センターの知財総合支援窓口
を利用して、商標登録やラベルデザイン等の準備・
制作を進めている。

地域の味、家庭の味を伝承する
　鈴木さんは羽場こうじ店の次女。子供のころから
麹や味噌の味に慣れ親しんできた。「昔は、味噌も
漬物も料理も、麹を使うメニューが各家庭にあった。
しかし、効率やスピードを重視するにつれ、麹を使
う人が少なくなった。漬け物や味噌汁、お醤油やみ
りんなど、麹から作られる味わいは“食のふるさと”
だと思う。」自身、体調を崩した時、回復のきっかけ
になったのは実家の母が作った味噌汁だったとい
う。「心身に染み渡り、何よりの力になった」と振り
返る。
　くらをで調理を担当するのは、何十年も台所に
立ってきた家庭料理の「匠」こと地元の母さんたち。
味噌汁は、訪れるお客様毎に1杯ずつ丁寧に作って
いる。発酵食文化を後世に伝える役を担いながら、
ホッとする味でお客様をもてなしている。

旬菜みそ茶屋 くらを （羽場こうじ店）

センター活用事例 [ c a s e 1 ]

http://www.siraisi.co.jp/ http://kurawo3710.wix.com/kurawo3710

[秋田営業所] 秋田市飯島字穀丁大谷地212-1 / Tel. 018-816-0607
[本　　　社] 岩手県盛岡市黒川23-70-1 / Tel.019-696-2111

旬 菜 みそ茶 屋  くらを

セ ン タ ー 活 用 事 例 [ c a s e 2 ]

横手市増田町増田字中町64 / Tel.0182-45-3710
[営業時間] 10:00-16:00 / ランチ 11:30-14:30 / 朝ごはん 8:00-10:00

[ 定 休 日] 水曜日
「パッケージには
秋田県の新PR
キャラクター「ん
だっチ」が登場し
ています。ご注目
を！」と菅原さん。

　   様々な試作サンプルを集めて行
う、新商品の企画開発会議。

AA B

秋 田 県よろず 支 援 拠 点
秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、
売上拡大、経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応
します。コーディネーターを中心とする専門スタッフが適切な解
決方法を提案します。

事業概要

あきた企業活性化センター 秋田県よろず支援拠点
TEL 018-860-5605

お問い
合わせ

知 財 総 合支 援 窓口
特許・商標等の出願やライセンス契 約、知財紛争など、
知的財産に関する悩みや課題の解決を支援します。

事業概要

あきた企業活性化センター 総務相談グループ
知財・デザインセンター担当

TEL 018-860-5614
お問い
合わせ

　  味噌や麹、漬物、甘
酒、塩麹など、羽場こう
じ店の商品の販売も。
名物「味噌キャラメルソ
フト」も味わえる。

　  くらをの味噌汁は、
地元の母さんたちが作
る“家庭の味”がベース。
旬の野菜を使い、実に合
わせてだしを変える。

A

B

A B

各
県
の
食
材
を
使
い
、東
北
の
魅
力
を
発
信

オ
リ
ジ
ナ
ル「
米
麹
茶
」で「
麹
」の
新
た
な
味
わ
い
提
案

B

女将の鈴木さん。
「この飽食の時代
にこそ、昔ながら
の家庭の味、発酵
食品の素晴らし
さを訴えたい」

※2、5、9の付く日

　  同社の人気商
品とキャラクター
の「シライシ坊や」

（写真奥）。同社の
F a c e b o o kには

「シライシ坊や」が
度々登場。 Facebook
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手 作り工 房  心 紬
http://kokoro-tumugi.com

大仙市北楢岡字船戸558 / Tel.0187-72-2610 カ クトと み や 湯沢市大町2丁目2-2 / Tel.0183-73-6104 / 営業時間 9:30～18:00

K I T A  D E S I G N
http://kita-design.net/ 秋田市保戸野千代田町16-20 fellows BL 2F / Tel.018-893-5650

現在は北林さんを含めて２名のスタッフで日々の業
務を分担している。

３月からスタートした自社企画のポータ
ルサイト「a.woman」。

　2011年に勤務していたデザイン会社から独立し
「KITA DESIGN」を立ち上げた北林由貴子さん。創業時
には秋田県庁第２庁舎の創業支援室に入居し、それが
大きな支えになったと言う。最長入居期限の３年を経て
2014年に現在地に移転、常勤スタッフも採用し事業は
順調に推移している。
　仕事量、売り上げとも安定してきたことから、永年の夢
であった「秋田で働く女性のためのプロジェクト」として
ポータルサイトの立ち上げの準備に取り組んできた。
　「私自身が子育てをしながら仕事をしていますが、こ
ういう立場の人が欲する情報が不足していることを痛
感していました」と北林さんは言う。それなら働くお母
さんやこれから結婚する女性が欲する情報を自分から
発 信していこう、と思い立ったのがきっかけだ。県の
サービス産業ビジネス展開支援事業の採択を受け、本

ポータルサイト運営を事業化
いずれは常勤スタッフを増やし、自ら外に
出る機会を増やしたいという北林さん。

年３月１日にサイトをスタートさせる。県北から県南ま
で地元の女性ライター約10名が口コミから収集した、
等身大、読者目線の情報を提供していく予定だ。
[秋田の女性のWok&Life a.woman]  http://awoman.jp

陶器、漆器、鍋、キッチングッズ、食品、エプロンなど、
多彩な商品を揃えるカクトとみやの店内。

※まちの駅…公共 施設や個人商店などが既存空間を利用して、地 域情報を提供
したり交 流の 促 進に供される場で、任 意 団 体「まちの駅 連 絡協議 会」に申請
し、認定審査を経て同協会への入会が認められる。

「犬っこまつり」期間中のコンサートで。
箏と合唱の音色が響きわたった。

　湯沢市大町の陶器店「カクトとみや」は創業115年の
老舗。郊外の大型店におされて中心街が空洞化する
中、何とか打破しようと当センターの専門家派遣事業
を利用するなど経営改善に努めてきた。そして、集客策
として浮上したのが、店内の一角を「まちの駅」※として
利用すること。こうして「まちの駅 カクトとみや」は、
2013年7月にオープン。その後、地元の人たちの憩いの
場として親しまれ、教室や書道展・絵画展など、様々な
催し物や、小学生の課外学習の見学に利用されている。
　「犬っこまつり」が 行われた2月11日には、恒例の

「まちの駅 邦楽コンサート」が開かれ、生田流正派邦
楽会わかば会の箏と湯沢混声合唱団YMCの演奏が
披露された。「毎年70人以上のお客様が訪れる人気
のコンサート。催事をきっかけに近隣市町村や県外か
ら訪れるお客様も。まちの駅は、新規顧客の開拓に一

「まちの駅」をきっかけに顧客開拓も
「地域の方に気軽に利用していただいてい
ます」と笑顔で話す富谷さん。

役買っている」とカクトとみやの代表の富谷久美子さ
んは笑顔を見せる。

広々とした店内。かつて工場だった建物を黒川さん
のご主人が改装。商品が豊富に並ぶ。

2 0 1 3 年 か ら 続 け てい るファッション
ショー。来場者約850人を数えたことも。

　「道の駅かみおか」近くに、着物のリメイクを手がけ
る「手作り工房 心紬」がオープンしたのは2012年。
オーナーの黒川恵美子さんが、夫が経営する電子部品
メーカーの新規事業として立ち上げた。昔から着物が
好きで、和裁・洋裁に興味があったというが店の経営
は初めて。試行錯誤しながら商品数や売り場を少しず
つ充実させていった。取扱いアイテムが増えて手狭に
なったことから、現在は自宅敷地内に移転。工場を改
装した広い売り場に、振袖や留袖で作ったスーツ、帯
で作ったバッグ、大島紬や久留米絣の洋服など、数々
のリメイク作品が並ぶ。13年からは、リメイクを依頼し
たお客様をモデルにした「着物リメイクファッション
ショー」を毎秋開催。「毎回大好評で、モデルを務めて
感激して涙する人も。おしゃれに着飾り、人前に出るこ
とで積極的になったり、性格が明るくなったり。そんな

大好評のファッションショー
「お客様と一緒に、楽しく、穏やかに店を
続けていきたいですね」と黒川さん。

喜ぶ顔を見るとやめられなくて」。他にも着物やドレス
のレンタルや、手芸教室、介護施設でのファッション
ショーの開催など、幅広い事業を展開。たくさんの人の
心を豊かにつむいでいる。

センター活用事例 前回掲載号

あの企業は、今どうしてる？

あの企業は、今どうしてる？

株式会社北村スカーフ（秋田県秋田市）

従業員の雇用維持のため
新規分野への大胆な転進
手作り工房　心紬（こころつむぎ）

〒019-1702
秋田県大仙市北楢岡字長丁場73-1
Tel.0187-72-2465 
Fax.0187-87-1718
E-mail kokorotumugi@sky.plala.or.jp
営業時間／9：00～17：00  月曜定休（祝日の場合は営業）

従業員の雇用の維持に腐心して
　大仙市北楢岡の道の駅「かみおか」
近くの国道沿いに「心紬（こころつむ
ぎ）」がオープンしたのは今年の４月
27日。着物地をリメイクした洋服や
小物を並べる店だ。
　この店にはちょっとした“誕生秘
話”がある。オーナーの黒川恵美子
さんのご主人は電子部品製造会社

（有）黒川電子を経営していて、恵美
子さんも専務として会社の経営に
携わっていた。近年の不況で本業の
仕事が大きく減っていく中で、従業
員の雇用を守るための手を打つこ
とが急務になっていた。そこで浮上
してきたのが、恵美子さんの趣味の
着物に関係した新規事業というア
イデアだった。

会社から分離して独立した事業に
　２年ほど前に電子部品工場の一角
を使って会社の縫製部門としてス
タートさせ、着物地をリメイクして
洋服や小物をつくって試験的に桜
のシーズンの角館で簡易の店舗を
構えて販売したら売れ行きはまず
まずだった。そこから少しずつ委託
販売先を増やしていって事業とし
ての見通しを立てながら、現在は会
社から分離して、独立した事業の形
態をとっている。
　「まったく新分野の事業の立ち上
げだったので、あきた企業活性化セ
ンターのワンストップ移動相談を
利用し、専門家のアドバイザーの先
生を紹介していただいて、先生から
仕入れ先を教えてもらったり店舗
づくりをアドバイスしてもらって、
念願だったゴールデンウィーク前
のオープンにこぎ着けることがで
きました」（黒川オーナー）

差別化を図って規模拡大を目指す
　もう少し待てば利用できた公的
融資制度もあったが、個人相手の商
売は最初に勢いをつけるのが大事
だというオーナーの判断で、ゴール
デンウィーク前の開店にこだわっ
た。結果的に、人出の多い時期に店を
開いたことですぐ人の目にとまり、
その後繰り返して来店してくれる
お客もできて、設定していた当初の

電子部品製造会社が着物のリメイク事業に進出するという意外性
のある展開の裏には、不況で仕事が減っていく中でも従業員の雇用
を守っていかねばならないという経営者夫婦の思いがあった。一般
に仕事に趣味を持ち込むのは善し悪しだが、ここでは社長夫人の着
物趣味に経営上の問題解決の糸口を見出そうとしている。

センター事業活用事例
ワンストップ移動相談

工房は電子部品製造工場の余剰になったスペースを利
用している。従業員は５名。安心して仕事を任せられる
頼もしいスタッフばかりだ。

飛び込みの客を当て込んで国道沿いに店舗を構えた
（写真上）
ご主人で黒川電子社長の黒川次雄氏、店長と並ぶ黒川恵
美子オーナー［中央］（写真下）

売り上げ目標はひとまずクリアす
ることができた。
　従業員の雇用を維持するという
そもそもの狙いにも一定のめどが
ついたが、今後は待遇面も考えてい
かなければならないので、生産量を
増やして卸しもして、売り上げを伸
ばしていきたいと考えている。
　着物地をリメイクするというビ
ジネスは先行事例もあるが、抑えた
価格設定で差別化を図っていきた
いと言う。

手作り工房　心紬

開拓者精神で若くして起業
常に将来を見据える
AUTO-BODY 阿部

旺盛な独立心で二十代で創業
　鹿角市毛馬内の国道282号沿
い に あ る 自 動 車 車 体 整 備 工 場

「AUTO-BODY阿部」は、創業が平成
10年、創業社長の阿部隆さんは40
歳という若い企業だ。
　独立心の旺盛な阿部さんは、人に
雇われるよりは自分で社長になろ
うと18歳の頃には起業を決意し、
25歳でそれを実現した。
　独立するまでの間は、「場所は変え
ても職は変えるな」と自分に言い聞
かせて、４社ほどで会社勤めをした
が一貫して自動車関連の仕事に就
いた。この“修業期間”で自動車の鈑
金塗装から整備、販売まで幅広く経
験できたことが、独立後の事業展開
の大きな原動力になった。

将来を見据えた経営戦略を練る
　自動車整備工場は、同業者も多く
限られたパイの奪い合いになりが
ちだが、阿部さんは、今を辛抱すれば
近い将来には目鼻がつくと考えて
いる。
　「今の整備工場経営者の多くは終
戦直後生まれのいわゆる“団塊の世
代”で、ほとんど60代です。後継者が
いないところも多く、また、団塊世代
以降は景気のいい時代でもあったの
で、今50代の整備工場経営者という
のはほとんどいません。つまり、業界
が何年後かに世代交代の時期を迎え
ると、私らの出番になってくるので
す」（阿部代表）
　必ずやってくるその時期のため
に、今のうちに力を蓄えておこうと
いうのが阿部代表の考えだ。そのた
めに、秋田県から経営革新計画の承
認を受け、あきた企業活性化セン
ターの設備貸与制度を活用して、自
動車塗装ブースと門型二柱リフトを
導入した。最新の設備の導入と阿部
代表自身の持つ高い技術力が評価さ
れ、保険会社の指定工場の契約も複
数取りつけている。

後進を育成する手間も惜しまない
　自動車整備というのは労働集約
産業である。腕の立つ従業員の確保
あるいは育成が経営の成否を握る。
それについても阿部代表には一家

18歳で社長になることを決意した若き経営者は、自分自身の職
業的スキルを磨きながら、時間軸で経営戦略を練る。将来、業界
にどのような変化が訪れるか。あるいはまた、自分の会社の将来
をどのようにしていきたいのか。そのような考え方をすると、今
やっておくべきことが見えてくる。

センター事業活用事例
H19年度設備貸与制度

設備貸与制度を利用して導入した門型二柱リフト

社屋全景（写真上）
自身や従業員の健康保全と作業効率向上を図って、塗装
用具の管理も入念に。（写真下）

着物地でつくられているとは思えないような洋服や小物が所狭しと並ぶ

鈑金塗装・整備・販売と、車のことならなんでもこなせる自信があるという
阿部代表。設備貸与制度による完全集塵装置型塗装ブースの導入で保険会
社指定工場の契約を取りやすくなった。

言ある。
　「連合艦隊司令長官・山本五十六に

『やってみせ、いって聞かせて、させ
てみて、褒めてやらねば人は動かじ』
という言葉があります。まさにその
通りだと思い、私もそれを実践し、仕
事を任せられる人材を育てたいし、
将来は独立できるくらいに力をつけ
させてやりたいと思っています」
　常に近い将来を見据えた経営戦略
を練るのが、この会社のスタイルと
言えるだろう。

〒018-5334 
秋田県鹿角市十和田毛馬内字下タ道19-10
Tel.0186-35-2120 
Fax.0186-35-5612
E-mail autobody@crocus.ocn.ne.jp

AUTO-BODY 阿部
オ ー ト 　 ボ デ ー
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創業支援室を拠点に地域密着の事業展開
　株式会社アルテミオシステムの佐藤大樹社長は、起
業前は業務用システムを開発するソフトメーカーに勤
務して秋田営業所の所長も務めた。その時の経験から、
秋田の中小企業で効率的なICT利活用を促進する為に
は徹底的なアフターサポートを通じて利用方法を伝授
する顧客本意のシステム販売会社が必要だという思い
から、昨年４月に起業し秋田県庁第二庁舎の創業支援室
に入居した。

顧客本位の町の電気屋さんの様な存在に
　同社の事業の主軸は、自動車整備工場向け顧客管理
ソフトの販売と保守。自動車整備工場のオーナーは年
配者が多く、ソフトの操作が不得手な人も少なくない
ので、販売後は定期的に顧客を訪問し操作方法を説明
する丁寧なアフターサポートを心がけている。
　「顧客側でも高額なソフトやパソコンをなんとか活
用したいと考えているが、単独ではなかなか上手に使
いこなせない実情がある。なぜなら使い方を教えてく
れる人が不在な為だった。ここに顧客のニーズと弊社
の顧客密着ビジネスの勝算があった」（相馬部長）
　ソフトの販売保守サポートのみならず、パソコン内

環境の改善、ネットワーク構築、WEB制作など、およそ
ICT関連であれば、何でも対応できると自負している。

「目指すは“町の電気屋さん”のパソコン版みたいな存
在。システム担当者がいない企業の為に、弊社が担当
者になり変わり問題解決。電話一本で、どんな小さな
ことでも快く引き受け、お客様の要望や困っている
ことに対応していきたいと考えています」（佐藤大樹
社長）

起業からの３年間で経営を盤石なものに
　顧客管理ソフトと共に力を入れているのがウェブ
制作部門。こちらも単に作って納品するだけではな
く、発注側が自分で自由にアレンジできるホーム
ページを提案したり、顧客の予算に柔軟に対応する
など、顧客本位を貫いている。受注は順調で、今は
待ってもらっているお客さんもいるとか。
　創業支援室に入居していられるのは最長３年で、
その半分ほどが経過したが、県庁の創業支援室をオ
フィスにしていることで顧客の心証も良く、この入
居期間中に経営を一層盤石なものにしていきたい
と、佐藤社長は語る。

全国展開するパソコンソフトメーカーの秋田営業所長を経験。
より地域に密着した顧客本位の事業展開を志して独立起業し
た。起業と同時に県庁第二庁舎の創業支援室に入居し、経営を
盤石なものにする足場固めをしている。

株式会社アルテミオシステム

創業・起業家や新事業分野進出を目指す意欲的な企業に、事務スペー
スを提供します。インキュベーション・マネジャー等への日常的な経
営相談が可能です。

［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

自動車整備工場向け
顧客管理システムの

デモ画面

1 県庁第二庁舎の創業支援室をオフィ
スにしている。

2 業務用ソフトメーカーを退職し秋田
で起業した佐藤大樹社長。

3 ウェブ制作事業にも力を入れている。
その作例。

4 スタッフの相馬大志さんも社長の前
職時代からの同志。

〒010-8572 
秋田県秋田市山王３丁目1-1 県庁第二庁舎３階
FreeDial. 0120-85-9672
Tel. 018-853-1019  Fax. 018-853-1029
http://www.artemio.jp/

県庁の創業支援室を拠点に顧客密着型
業務用ソフト・OA機器販売会社を起業

創業支援室の利用

百年以上の歴史を誇る老舗商家でありながら、目まぐるしい
社会情勢の変化で商売のやり方を考え直さざるを得ない現実。
店舗に人を招き入れるために、「まちの駅」のブランドを生かし
て集客の足がかりにする。

カクトとみや

店内奥の余剰空間を
「まちの駅」として

改装した。

〒012-0841 
秋田県湯沢市大町２丁目2-2
Tel. 0183-73-6104　
Fax. 0183-72-3416
営業時間 9：30～18：00

郊外店進出で影響受ける地元店
新発想で集客力回復を目指す

専門家派遣事業

事業の解説

1 2 3 4

創業支援室の利用
創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。

［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

1 店内の「まちの駅」スペースへの導
線を意識して商品陳列もアレンジ
した。

2 母親の久美子さんと共に店を切り盛
りする富谷彩香さん。

3 ギャラリーとして利用されること
も想定している。

4 店頭に新しく立てられた「まちの
駅」の手づくり看板。

事業の解説

1 2 3 4

専門家派遣事業

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

集客力の回復が急務だった老舗商家
　“カクト”の屋号を持つ湯沢市大町の「とみや」は、今
年で創業111年になる老舗の商家だ。陶器販売が中心
の商いで、広い店内に陳列している商品の種類や数は
潤沢だ。ただ、ご多分に漏れず郊外店などの影響も受
けて、今後の商売のやり方はしっかり見直さなければ
ならない時期になっていた。
　そのため、あきた企業活性化センターが主催するワ
ンストップ移動相談に出向き、現状分析をしてもらっ
たところ、問題は集客をどうするかという点に尽きる
という結論に至った。そこで専門家派遣事業を利用
し、集客力を高めるためのアドバイスを受けることに
なった。

「まちの駅」の開設に活路を見出す
　紹介を受けた専門家からのアドバイスの一つに、
店内の一部を「まちの駅」にしてみてはどうか、とい
うものがあった。
　「まちの駅」とは、公共施設や個人商店などが既存空
間を利用して、地域情報を提供したり交流の促進に供
される場で、任意団体「まちの駅連絡協議会」に申請
し、認定審査を経て同協議会への入会が認められる。

　とみやの様な個人商店の場合、店内の転用できる
スペースを「まちの駅」に充てれば、買い物客以外に
も地元住民や観光客などが店に出入りするきっかけ
になり、本業への好影響も期待できる。多額の支出や
大掛かりな工事も必要なく、商店の集客策としては
大いに検討に値する方策の一つと言える。

ハードの整備を終えソフトで補強図る
　「まちの駅 カクトとみや」は、湯沢の伝統行事「七夕
絵どうろうまつり」の直前の本年７月31日に正式
オープンした。
　店内奥のバックヤードにしていたスペースを改装
し、誰でも自由で気軽に休憩できる空間にした。専門
家のアドバイスを受け、店頭から店内奥にある「まち
の駅」までの導線を意識して商品の陳列方法もアレ
ンジした。店として売りたい商品が自然に来店客の
目にとまるようにしたわけだ。
　今後はこのスペースを美術作品などのギャラリー
として使ってもらったり、小さなイベントを継続的
に企画していくことで、“にぎわいの場”にしていきた
いと、店を切り盛りする富谷彩香さんは考えている。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です

( ICT=Information and Communication Technologyの略。「情報通信技術」と訳される）
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後継者不在の悩みを解消
伝統を守りつつ革新する

有 限 会 社  藤 倉 食 品

廃 業の危機にあったメーカーを受け継ぎ 、
斬 新なアイデアで次々と新商品を開 発 。
伝 統の味に 、新たな光を当てている 。

センター活用事例
あきた企業応援ファンド事業
よろず支援拠点

事業承継アドバイスを利用
　横手市の藤倉食品は、約80年にわたり、豆腐、豆腐カ
ステラ、エゴ、コンニャク、ところてんなどを作り続けてい
るメーカー。石井友子社長が現職に就いたのは、2011年。
当センターの事業承継アドバイス（マッチングシステム）
を利用して、前社長から受け継いだ。
　20人もの従業員を雇用し、黒字経営を続けていた藤倉
食品。しかし、後継者がいなかったことや健康面での不
安などから、前社長は廃業もやむを得ないと考えていた。
そんななか、当センターのマッチングシステムを知り、後
継者を探すことに。名乗りを上げたのが石井社長だった。

異業種から食品メーカーの社長に就任
　大館市在住で、電気工事会社の専務を務めていた石
井社長。以前から「食」に関心があり、「食べる」「見る」
「作る」が趣味だったという。中でも注目していた食材が
豆腐だった。栄養豊富なのに低カロリー、軟らかくて食べ
やすい豆腐を活用して新商品を開発できないかとイメー
ジを膨らませていた。
　そしてある日、新聞記事で「県内の企業の多くが後継者
不在に悩んでいる」と知る。自分で何か役に立てることは
ないかと、当センターに相談。そのわずか数日後、藤倉食
品を紹介され、１年じっくりかけて事業承継の話が進んだ。

　就任１年目は、工場に入って製造現場の仕事を学んだ。
２年目からは新商品の開発に着手。チョコレートやチー
ズ入りのユニークな豆腐カステラや、創作豆腐を作った。
また、当センターの企業応援ファンドを利用して、秋田
県産大豆と比内地鶏の卵、和三盆を贅沢に使った高級
豆腐カステラ「ふくら」を開発した。

食べ方、売り方、見せ方を変える
　「豆腐カステラは、県南地方でお茶請けやおもてなし
の席で食されてきた郷土食。最近は、懐かしの味となっ
て地味な存在になっている。そこで、味や包装を変え、新
しい食べ方を提案・発信することで、魅力を再認識して
もらいたい。秋田が誇るこうした食文化に光を当ててい
きたい」と思いを語る。
　今後は豆腐で作った「とうふのレアチーズケーキ」を東
京都内の大手果物店で販売予定。「タンパク質が豊富で
満腹感も感じられる。低カロリーなのでダイエット中でも
悩まずに食べられる」と胸を張る。
　斬新な視点から、商品開発を次々手掛ける石井社長。
「あきた企業活性化センターの事業を利用することで、
毎回背中を押してもらっている」と話す。伝統の味を守り
つつ、果敢な挑戦を続けている。

　報告会には、県内企業45社から61名が参加。各アド
バイザー（AD）が企業訪問で得た発注情報等を報告し、
その後にADと参加者との個別面談を行った。
　参加企業２社の担当者に、報告会の感想を聞いた。

   毎回積極的に参加
    株式会社コウエイ　伊藤 秀作さん

　当社は電子機器・部品のメーカーです。活性化セン
ターの主催イベントには毎回積極的に参加しています。
参加の主な目的は、時代に沿ったものづくりをしている
企業の情報を収集すること。そうした企業に対して、
我々が協力工場として何ができるかを提案し、商談につ
なげています。
　販路開拓ADは頼れる存在です。営業に同行してもら
うことで得られる情報は、当社にとって大変有益なもの
であり、営業活動に大いに役立っています。
　今後は商談会が控えていますが、商談会は毎回、気
合いを入れて参加するビッグイベント。参加前からホー
ムページなどで相手企業を調べ、当社の提案事項を整
理し、面談中に訪問のアポイントまで取れるように心掛
けています。

   営業活動に欠かせない情報源
   比内時計工業株式会社　藤嶋 好仁さん
　東北地区担当の佐藤ADには、当社に何度も足を運ん
でもらっており、当社の製品や技術、更には課題までをよ
く理解したうえで営業をサポートしてくれるので、話が早
く助かっています。既に２社との取引が成立しています。
　当社は長年、時計の組み立てを行う協力工場として
歩んで参りましたが、８年前から製品の自社開発、自社
営業に着手し、現在は時計だけにとどまらず、LED照明
や医療用品、自動省力化装置の設計・製造まで行って

います。
　これら新分野の営業活動に欠かせないのが活性化セ
ンターのイベントで得る情報で、自社営業を始めて歴史
の浅い当社にとって大変貴重であり、重要な原動力と
なっています。

平成27年度 第1回
首都圏・中京・東北地区

東京都内の大手果物店で販売予定の“とう

ふのレアチーズケーキ”。

焼きたての豆腐カステラ。職人の手で1つ1つ手

焼きして作っている。

「豆腐カステラは機能的にも優れた食品。ダイ

エットや介護の分野でも勝負できる」と石井社

長は展望を語る。

有限会社藤倉食品
〒013-0061

秋田県横手市横手町字大関越88

Tel.0182-32-0792

Fax.0182-32-0723 

ht tp://www.akita-fujikura.com/

あきた企業活性化センター／設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

販路開拓AD／首都圏担当

酒井　徹

販路開拓AD／首都圏担当

原竹 弘道

販路開拓AD／東北地区担当

佐藤　明

中京地区自動車産業AD

堅田　長

平成27年度 第1回

「首都圏・中京・東北地区
 発注等情報報告会」
平成27年6月4日（木）10:00～17:00

会場：秋田県産業技術センター

青森・秋田・岩手 3県合同商談会（7月2日／TRC東京流通センターにて）
秋田広域商談会（11月19日／秋田ビューホテルにて）
個別マッチング商談会（随時開催／秋田県内全域）

あきた企業応援ファンド事業 ／ 地域資源を活用した県内企業や経営革新
の承認を受けた県内企業の新商品開発等の取組を助成します。

秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

よろず支援拠点 ／ 後継者不在をはじめ、経営上のあらゆるお悩みの解決を
支援します。

センター活用事例
販 路 拡 大 支 援

当センターでは、首都圏と東北に販路開拓アドバイザーを、中京地区に自動
車産業アドバイザーを配置。各アドバイザーが担当エリアの発注企業を訪問
して情報収集に努めている。
去る6月4日（木）、各アドバイザーが企業訪問活動で収集した発注情報を発
表する「発注等情報報告会」を開催した。

発注等情報報告 会

販路開拓アドバイザー／首都圏担当
■ 酒井    徹 … （株）タナベインターナショ

ナル、旭マシナリー（株）、東京電子工業
（株）の営業部門を歴任する。各種製造
設備、加工知識を有しており、特に紙器
や段ボール装置には精通している。主に
首都圏北エリアを担当し、これまでの営
業ノウハウを活かして発注案件を開拓す
る。開拓先は、（株）椿本チエイン、信越ポ
リマー（株）、（株）日立製作所、古河機械
金属（株）など。

■ 原竹 弘道 … 三井物産(株)に39年間勤
務、営業部門及び管理部門を歴任する。
営業部門では国内及び海外での勤務を
経験し、主に電線(電力系電線及び通信
系電線)の販売に従事したほか、管理部
門では人事部、ロジスティクスマネジメン
ト部を経験し、研修・商品在庫監査等を
担当。総合商社で培い築いてきた国内外
にわたる豊富な経験・知見及び人的ネッ
トワークを活かして発注案件を開拓する。

販路開拓アドバイザー／東北地区担当
■ 佐藤    明 … YKKAP(株)に22年間勤

務、製造工程・製造管理・生産管理・安
全環境管理を担当する。 製造工程では
全般の作業を経験し、生産管理では受
発注、外注管理、出荷管理を主担当とし
た。また、安全衛生における知識及び
ISO14001の運用知識を持つ。 開拓先は
トヨタ自動車東日本(株)、YKK(株)、澁谷
工業(株)ほか。

中京地区自動車産業アドバイザー
■ 堅田    長 … (株)豊田自動織機に38年

勤務。在職中は、自動車事業部技術部長、
生産管理部長、副事業部長に就き、トヨ
タ車の開発、生産準備の推進業務、生産
管理業務に従事した。平成19年より自動
車産業振興中京地区連携アドバイザー
として、主に中京地区の自動車関連企業
を訪問し、情報収集及び秋田県企業の
紹介等に携わっている。

アドバイザープロフィール

これから開催のイベント
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セ ン タ ー 活 用 コ レ ク シ ョ ン

「BIC Ak i t a」は創刊以来、約1,700の県内事業所を取材・掲載してきた。
１月号から、過去に「センター活用事例」の取材にご協力頂いた事業所に再びお邪魔し、
現在の取 組状況などをレポート。今号では、女性経営者5名の「今」を聞いた。

過 去 に 紹 介 し た 、あ の 企 業 は 今 …

K I T A  D E S I G N

カ クトと み や手 作 り工 房  心 紬

センター 活 用 事 例 再訪その3

[ 手作り工房 心紬 ] 
2012年7月号 掲載

[ KITA DESIGN ] 
2012年9月号 掲載

[ カクトとみや ] 
2013年11月号 掲載

[ 有限会社 藤倉食品 ] 
2015年7月号 掲載

[ 旬菜みそ茶屋 くらを ] 
2016年5月号 掲載

東北食材のシリーズ発売
　シライシパンこと「白石食品工業」は、「東北って
いいなぁ。」シリーズの新商品6種を5～6月の期間
限定で発売する。
　昭和23年に創業し、盛岡市と仙台市に工場、秋
田県には営業所を構える同社。企業理念は「食文
化を通じて地域社会に貢献する」であり、近年は
東北の地元食材を使用した商品の企画や、行政、
農業、地元企業との連携に特に力を入れている。
　東北6県の商品をそろえた「東北っていいなぁ。」
シリーズは、東日本大震災の復興応援として平成25
年に第1弾を発売。今回の商品は第5弾となる。秋田
県産食材を使った商品は「あめこうじ甘酒蒸しパ
ン」。秋田県が開発したオリジナルの麹「あめこうじ」
で作った甘酒を生地と餡に練り込み、蒸し上げた。

東北6県の食材を使用したパン
「東北っていいなぁ。」シリーズに、
「あめこうじ甘酒蒸しパン」が登場。

白石食 品 工 業 株 式 会 社

秋田から2社の甘酒を使用　
　生地の甘酒は横手市増田町の「羽場こうじ店」、
餡の甘酒は同市平鹿町の「新山食品加工場」が製
造。酒まんじゅうを思わせるふっくらした食感のな
かに「あめこうじ」の豊かな甘みが広がる。他県の
商品は、青森県「あおもりカシス＆ホイップ」、岩手
県「南部一郎かぼちゃプリン風パンケーキ」、宮
城県「伊達ざくらポーク肉味噌＆たまごパン」、福島
県「会津 地鶏ピザパン」、山形県「舟形マッシュ
ルームグラタン風パン」があり、東北6県のスー
パーやコンビニ等で購入できる。

食材ピックアップを相談
　同シリーズの企画を担当している商品企画部企
画課の菅原顕さんは「各県の食材のピックアップが
毎回難しい。これはいいと思う食材でも、パンに合
うか、量は確保できるかなど様々なハードルをクリ
アしないと商品化できない」と開発の苦労を語る。
今回、秋田県の食材探しのために利用したのが、
当センターの「よろず支援拠点」。「あめこうじのこ
とや製造業者を紹介してもらい、何とか商品化に
漕ぎ着けた。シリーズは年2回のペースで今後も続
くので、またセンターに相談したい」。「東北ってい
いなぁ。」シリーズは、対象商品についている応募
シールからキャンペーンページにアクセスすると、
東日本大震災被災地の子供たちの支援に役立て
られる「キッズスマイルQUOカード」が当たるキャ
ンペーンを実施する。東北を思う気持ちが商品の1
つ1つに込められている。

白石食品工業 株 式会社

麹や味噌を使った料理を提供
　明治時代から昭和初期に商人が築いた街並み
や内蔵が今も残る増田町の中七日町通り。ここの
国登録有形文化財、旧勇駒酒造を改装して平成25
年にオープンした「旬菜みそ茶屋 くらを」は、増田
町羽場の味噌・麹醸造元「羽場こうじ店」が営む食
事処。大正7年の創業当時から変わらない製法と味
を守る自慢の麹や味噌、旬の食材を使った定食や
喫茶メニューが味わえる。
　その中に珍しい商品がある。麹を焦げ色が付くま
で煎って作った「米麹茶」だ。煎った麹の見た目は玄
米茶に入った煎り玄米に似ているが、味は独特。お
湯を注いで飲むと、米麹独特の優しい甘みと香ば
しさがじんわり広がる。

秋田県の県南に受け継がれてきた
豊かな発酵食文化。その素晴らしさを見直し、
伝承しようと奮闘している。

「米麹茶」の商品化を計画
　くらをの女将の鈴木百合子さんは「麹を毎日の食
事に手軽に取り入れられないか模索する中で、コー
ヒーのような感覚で麹を飲み物にできないかと考え
た。麹菌は熱を加えると死滅するが、抗酸化作用は
変わらないと知り、ノンカフェインの体に優しい飲
み物として開発することにした」と話す。納得の味を
目指して試行錯誤すること1年半。完成した「米麹
茶」を店内でドリンクとして提供するほか、希望者に
は煎った麹の販売も始めた。今後は、本格的に商品
化を計画しており、当センターの知財総合支援窓口
を利用して、商標登録やラベルデザイン等の準備・
制作を進めている。

地域の味、家庭の味を伝承する
　鈴木さんは羽場こうじ店の次女。子供のころから
麹や味噌の味に慣れ親しんできた。「昔は、味噌も
漬物も料理も、麹を使うメニューが各家庭にあった。
しかし、効率やスピードを重視するにつれ、麹を使
う人が少なくなった。漬け物や味噌汁、お醤油やみ
りんなど、麹から作られる味わいは“食のふるさと”
だと思う。」自身、体調を崩した時、回復のきっかけ
になったのは実家の母が作った味噌汁だったとい
う。「心身に染み渡り、何よりの力になった」と振り
返る。
　くらをで調理を担当するのは、何十年も台所に
立ってきた家庭料理の「匠」こと地元の母さんたち。
味噌汁は、訪れるお客様毎に1杯ずつ丁寧に作って
いる。発酵食文化を後世に伝える役を担いながら、
ホッとする味でお客様をもてなしている。

旬菜みそ茶屋 くらを （羽場こうじ店）

センター活用事例 [ c a s e 1 ]

http://www.siraisi.co.jp/ http://kurawo3710.wix.com/kurawo3710

[秋田営業所] 秋田市飯島字穀丁大谷地212-1 / Tel. 018-816-0607
[本　　　社] 岩手県盛岡市黒川23-70-1 / Tel.019-696-2111

旬 菜 みそ茶 屋  くらを

セ ン タ ー 活 用 事 例 [ c a s e 2 ]

横手市増田町増田字中町64 / Tel.0182-45-3710
[営業時間] 10:00-16:00 / ランチ 11:30-14:30 / 朝ごはん 8:00-10:00

[ 定 休 日] 水曜日
「パッケージには
秋田県の新PR
キャラクター「ん
だっチ」が登場し
ています。ご注目
を！」と菅原さん。

　   様々な試作サンプルを集めて行
う、新商品の企画開発会議。

AA B

秋 田 県よろず 支 援 拠 点
秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、
売上拡大、経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応
します。コーディネーターを中心とする専門スタッフが適切な解
決方法を提案します。

事業概要

あきた企業活性化センター 秋田県よろず支援拠点
TEL 018-860-5605

お問い
合わせ

知 財 総 合支 援 窓口
特許・商標等の出願やライセンス契 約、知財紛争など、
知的財産に関する悩みや課題の解決を支援します。

事業概要

あきた企業活性化センター 総務相談グループ
知財・デザインセンター担当

TEL 018-860-5614
お問い
合わせ

　  味噌や麹、漬物、甘
酒、塩麹など、羽場こう
じ店の商品の販売も。
名物「味噌キャラメルソ
フト」も味わえる。

　  くらをの味噌汁は、
地元の母さんたちが作
る“家庭の味”がベース。
旬の野菜を使い、実に合
わせてだしを変える。
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女将の鈴木さん。
「この飽食の時代
にこそ、昔ながら
の家庭の味、発酵
食品の素晴らし
さを訴えたい」

※2、5、9の付く日

　  同社の人気商
品とキャラクター
の「シライシ坊や」

（写真奥）。同社の
F a c e b o o kには

「シライシ坊や」が
度々登場。 Facebook
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プ ラ ザ 通 信 PLAZA COMMUNICATION

■    ワンストップ移動相談所
あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

お 問 い 合 せ TEL 018 - 86 0 -5610　 FA X 018 - 86 3 -239 0総務相談グループ 総合相談担当

プ ラ ザ 通 信PLAZA COMMUNICATION

■  あきた産業デザイン支援センターが「企画展示コーナー」を開設！
あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

お問い合わせ 総務相談グループ
知財・デザインセンター担当

TEL 018 - 86 0 -5614　　FA X 018 - 86 3 -239 0
Ema i l　in fo@idsc -ak i t a . ne t

言葉だけではイマイチわかりにくい「デザイン」。
秋田の素材、技術を使い、使い手目線でデザイン
された商品の実例を「見て」「知って」もらうこ
とで、デザインを活用した商品開発、企業が益々
盛り上がるよう開設しました。
ぜひご覧ください！

どんなものが見られるの？

近年の県内企業によるグッドデザイン賞受賞商品や、地
場産業やクリエーターによる日用のデザインの逸品を、
企画テーマによりセレクトし、不定期で展示します。
あきた産業デザイン支援センターの支援事例の解説展
示も予定しています。

 相談したいけど「秋田市まで行くのは大変」
 という企業の皆様へ。
 相談員が県内各地に出張します。

県内各地で開催
　県内企業の皆様が 抱える様々な目的・課 題の解
決、事業 推 進をスピーディーにお手 伝いするため、
県内各地域で開設している「ワンストップ移動相談
所」。
　開催は毎週火曜日（原則）の10:00～15:00で、会
場は秋田市（秋田地域振興局管内）を除く7つの地域
振興局。平成28年度は、各地域振興局7回ずつ合計
49回の開催。相談を希望する方は、3日前までお申し
込みを（ただし、事前申し込みは相談を効率的に行う
ためであり、事前申し込みが無くても当日の相談は可
能）。

相談内容
経営全般、資金関係、設備関係、技術関係、人材育
成、新商品開発、新分野進出、創業、その他

今後のスケジュール
鹿 角 地 域 振 興 局 … 2/7、3/28
北秋田地域振興局 … 2/21
山 本 地 域 振 興 局 … 3/14
由 利 地 域 振 興 局 … 3/7
仙 北 地 域 振 興 局 … 2/28
平 鹿 地 域 振 興 局 … 2/14
雄 勝 地 域 振 興 局 … 3/21

  1月10日は、仙北地域振興局（大仙市）に開設。こ
の日、会場に訪れたのは、美郷町の「企業組合美郷
ストロベリー」。イチゴの販路拡大および加工につ
いて相談した。
　「美郷ストロベリー」は、2013年に美郷町の農家5
人で設立。生食用イチゴの生産・販売のほか、加工
用として急速冷凍したイチゴの販売も行っている。
市場や農協へ出荷する生産農家や、イチゴ狩りが
体験できる観光農園とも違う、消費者への直売にこ
だわった独自のスタイルで経営を続けている。

　減農薬、無化学肥料で、高品質で完熟の甘いイチ
ゴの栽培に取り組んできた結果、生産体制はだい
ぶ整ってきました。
　次の課題は、販路拡大。完熟イチゴの販売・発送
に適したパッケージの開発、販売先の開拓などに取
り組んでいます。
　ワンストップ移動相談所は、課題解決のための情
報収集に度々利用しています。今月中には、専門家
派遣事業を活用した指導も受ける予定です。企業や
消費者などの情報を積極的に得ながら、商品開発、
販路拡大を続けていきたいと思っています。

相談事例
企業組合美郷ストロベリー

事業者の声
企業組合美郷ストロベリー　金子嘉伸さん

※個人間の苦情処理やトラブル等の私的な内容は除きます

相談 風 景。相談 所は、
リラックスして話ができる
雰囲気。相談員と会話をし
ながら解決方法を探る。

完熟イチゴを特殊冷凍
した新商品。冷凍した果実
は、サクサクと噛める軟ら
かな食感。今後の売り出し
方を模索中。

B

A

課題解決、事業推進を

スピーディーにサポート

１月～２月は「めでたいデザイン」をテーマに、
祝事にちなんだ商品をセレクトし展示ご紹介しています。

ものづくり展 示ホール[ 県 庁第２庁 舎１階 ]
[開 館時間] 9 :0 0 ～16:0 0  （土日祝日を除く）

■    設備投資は割賦販売・リースで！～設備貸与制度のご案内～

あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

お問い合わせ 経営支援グループ 設備貸与・研究開発資金担当　 　 TEL 018 - 86 0 -5702　　FAX 018 - 86 0 -5612

※小規模企業者とは常時使用する従業員が20人（商業又はサービス業を主たる事業としている場合は５人）以下の方です。
○信用保証協会の保証枠外、金融機関借入枠外で利用できるので、運転資金やその他の資金に余裕ができます。  ○割賦損料・リース料率は固定なので、安心して長期事業計画がたてられます。

秋田県内に機械設備を設置する中小企業者
土地、建物、リース賃 貸を除く設備
10 0万円～１億円
原則１名（法人企業は代表者、個人事業主は申請者本人以外の方１名）

６ヶ月据え置き後
元金均等半年賦払い 毎月払い

不要貸与額の10％等

７年以内 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年6,000万円超の
場合は10年以内

6,000万円超の場合は
１年据え置きも選択可

損
料
・
月
額
リ
ー
ス
料
率

基準
利率

特別
利率

基準
利率

特別
利率

割賦・リースの要件 割賦契約

2.20％ 2.970％ 2.275％ 1.853％ 1.576％ 1.373％

2.950％ 2.256％ 1.831％ 1.554％ 1.354％

2.990％ 2.296％ 1.868％ 1.592％ 1.390％

2.969％ 2.274％ 1.850％ 1.573％ 1.371％

1.80％
2.50％
2.10％

リ ー ス 契 約
対 象 者
対 象 設 備
限 度 額
連 帯 保 証 人
償 還・リ ー ス 期 間

小規模企業者・
創 業 枠  

一 般 枠

返 済 方 法

保 証 金

小規模企業者及び創業者の優遇枠あり！

B

A
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有 限 会 社  藤 倉 食 品  
http://www.akita-fujikura.com/

旬 菜 みそ 茶 屋  くらを
http://kurawo3710.wix.com/kurawo3710

横手市増田町増田字中町64 / Tel.0182-45-3710 / 定休日 水曜日 ※営業時間、定休日は変更あり
営業時間 10:00-16:00  [ランチタイム]11:30-14:30  [朝ごはん(予約制)] 8:00-10:00　

横手市横手町字大関越88 / Tel.0182-32-0792 / Fax.0182-32-0723 

　県南地域に受け継がれる発酵食の魅力を広めよう
と、米麹や味噌、漬物、旬の食材を使った料理や喫茶メ
ニューを提供している「旬菜みそ茶屋 くらを」。女将の
鈴木百合子さんは「麹は体に優しい食品。もっと麹に興
味をもってもらい、毎日手軽に味わってほしい」との思
いから、オリジナルの「米麹茶」を開発した。
　昨年末から本格的に商品化に着手。当センターにデ
ザイナーのマッチング・コーディネートを相談するなどし
て、秋田市の「casane tsumugu」代表、田宮慎氏にプ
ロデュースを依頼。
　オフィスで飲んだり、気軽にプレゼントしやすいよう
に考えたティーバッグや、ドイツ在住のデザイナーと検
討を重ねた、こだわりの茶筒付きの商品を制作した。
パッケージやパンフレットも完成した現在は、販売先を
検討中。

「米麹茶」の商品化、進行中
茶筒付きの「米麹茶の缶詰め」を手にする
鈴木さん。業者の職人が1つ1つ手作りし
たこだわりの一品。

　鈴木さんは「東京で米麹茶を飲んでもらったところ、
若い女性に大好評。可能性を実感した。流行り廃りに流
されない息の長い商品にしたい」と意気込みを語る。

自慢の商品を並べて販売。ガスコンロで銅鍋を熱し豆
腐カステラを温めて販売も。夏場は焼きたてを提供。

お客様との会話を大切にしている。何気な
いやりとりから顧客のニーズを探る。

　豆腐、豆腐カステラ、えご、こんにゃくなどを製造し
ている「藤倉食品」。創業80年の老舗ながら後 継者
がおらず、当センターのマッチングシステムを利用し、
電気工事会社の役 員だった石井友子さんが 事業 承
継。以前から食材として豆腐に魅力を感じていた石井
さんは、2011年の社長就任以来、数々の新商品を開
発。企業応援ファンドの採択を受けて開発した高級
豆腐カステラ「ふくら」や、豆腐製のオリジナルスイー
ツは 昨 年 、羽田空 港 の 全日空ラウンジで 秋 田県を
フューチャーした期間限 定料理に使われるなど注目
を集めた。
　また、昨年10月から、横手市の道の駅十文字構内
に出店。社長自ら売り場に立ち、焼きたての豆腐カス
テラのほか、味付きがんも、里芋入り「いものここん
にゃく」などを販売している。石井社長は「お客 様と

製造元自ら、出張・対面販売
柔軟な発想とアイデアで、商品開発や販
売促進に挑戦している石井。

直に接することで、反応を体感できる。さらに、企業
からの引き合いのきっかけにも。これからも対面販
売を続け、商品開発に役立てたい」と、ますます意欲
的だ。

10gのティーバッグがポチ袋に入った商品。5個を詰
め合わせにして販売。

香ばしさと自然な甘みが特徴の米麹茶。ノ
ンカフェインで子供も安心して飲める。

あの企業は、今どうしてる？ セ ン タ ー 活 用 コ レ ク シ ョ ン

旬 菜 み そ 茶 屋  くら を

有 限 会 社  藤 倉 食 品

10 AKI TA 2017.3


